


二人の距離

傘一つ 君は誰かと 見つめ合う 僕から君は 月より遠い

story

ある雨の日、君は僕の知らない男性と 一つの傘の中で

とても楽しそうに 見つめ合っていました。

君とあいつの距離は あんなに近いのに

僕と君の距離は まるで月よりも遠く感じました。



空ろ

君は言う 友達ならと はぐらかす 別れを告げた 空ろな恋に 

story

二人で会う回数も増え、そろそろ恋人として付き合いたいと打ち明けた。

でも君は、「ボーイフレンドなら」と、話をそらした。

僕は君の事を真剣に思っていたが、君はそうじゃなかったんだね。

僕は、君と中身の無い恋にサヨナラすることに 決めました。



風の悪戯

黄昏に 感じる視線 振り向けば そよ吹く風に なびく黒髪

story

夕暮れ 一人でいる時、視線を感じて 振り向いた先には 君がいた。

でも君は、僕と目を合わさずに 横を向いていた。

その時、君の黒く長い髪が風になびいていて、印象的でした。

僕のこと、嫌いならそう言ってくれ。

でないと、君のこと、ますます好きになっちまう。



笑顔の行方

君からの 受取る手紙 あいつにと 照れた笑顔が 目蓋に浮かぶ

story

ある日、憧れの君から 手紙を受け取りました。

少し照れながら 笑顔で僕に差し出した ラブレター。

でもそれは、僕にではなく いつも一緒にいる あいつにでした。

任しとけって 受け取ると 君は 嬉しそうに去って行きました。

僕は 悔しさと悲しみを心に仕舞い あいつに手紙を届けました。

今日から あの眩しい笑顔は、あいつだけのもの。

僕は、目を閉じないと あの笑顔に会えなくなりました。



甘い罠

気まぐれは 危険な恋と 知りつつも 投網に掛かる 悲しい性よ

story

小悪魔のあの子が 僕にアプローチしてきた。

まさか僕の事を いや、そんなはずがない。

あの子の気まぐれさ、どうせ振り回されて遊ばれるだけ。

でも万が一、そんな僅かな期待を胸に 誘いに乗れば

やっぱり 一夜限りの 出来事でした。

遊びと知っていても すぐ本気になる悲しい性格なのさ。



涙の流れ星

見上げれば 夜空に願う 星見えず 瞳そらせば 輝き流る

story

恋愛に憧れ、恋をしたいと 理想の人を捜しても 見つかりません。

そんな時、ある人を紹介され、二人で会いました。

その時、遠くの夜空に 流れ落ちる星一つ。

ずっと、僕の事を見ていてくれたんだね。

今、やっと気付きました。



ピエロ

人前で 道化て見せる 馬鹿な僕 狙うは君の 眩しい笑顔

story

いつも皆の前で 馬鹿な事を言ったり、したりしている僕。

全ては君を笑わせる為。

僕が欲しいのは、拍手喝采でも お金でもない。

狙いは君の 楽しそうな笑顔だけです。



アウトサイダー

追いかける 視線の先は 人気者 君の瞳に 僕は映らず

story

君が追う視線の先は ハンサムボーイ。

イケメンで、スポーツマン、勉強も出来て 人気者。

僕は、そのすぐ隣にいるのに 君の視線は 刺さらない。



渡せなかった贈り物

想い込め 君に作った オルゴール 喜ぶ顔が 涙でにじむ

story

君の喜ぶ笑顔が見たくて 君の好きな曲が入ったオルゴールを作りました。

何度も失敗してはやり直して、時間は掛かったけど想いを込めて作りました。

でも、オルゴールが完成した時には 君は僕の知らない処へ転校していました。

僕の気持ちを告げることなく、プレゼントも渡せないまま 君は幻になりました。

今でも オルゴールと同じ曲が流れてくる度に、君の笑顔が 涙でにじみます。



飛べっ ！！

失恋は 次の恋への 滑走路 羽ばたけ空へ 虹より高く

story

失恋した今は辛いけど、次はきっと上手く出来るさ。

ヘコんでないで、恋のスタンバイ。

チャンスが来たら、飛び立とう 。

涙で作った 虹より高く。


